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は坩腰機及び反應管の蓋,ピ ス トン,.光學窓,.電氣絶縁栓,等 の高黶 に關する多くの個所に用
ひられて,そ の目的.を罎 してわる.自 己締附けによって綴附け られるパ.ツキング怯朱に報告
した ものは総てゴムであつた・
從來使用されてゐた・rツキ ング鰹 が雁野駅 な曜 度の ものはゴへ 石縮 鱗 で高壓にな
ると銅であつた.藤 が高いと締附壓或ほ内歴kよ づで流れ を生卞る様に奪るか ら使用壓力に
よつてパツキング材質 を變ぺねばな=らぬ.通 常の揚合締附けの形式は最初から使用内歴よb
高い黶 をパツキぞグに與へる方法である・ 低縻の場合は差問がない力璃 晒 こなると内壓以上.
噂 附けることが困難と尠,又 パツ抄 グの流健 防止する手戯 とること.オ泌 畢 なつて
くる・從つて自己締附けの方法によ.らねばなら.ない.
ロ
函1報告t,Fig.2,Fig.3に於てA或 はCと 耐縻堕¢1開にパ ツキ.ングBが食出さ瞭樣工作せ
ねばならない.斯 の椥 τ閉ぢ込め られたパ閉キ.ングの彈性 を利 痢して,(勿論斯の様な自己締





Bg.3では行ふ ことが可能である・然 し前報F移3に はその附屬物がないだけである.Fig.























自己締附けによつてゴム.を使 用し差結果 を逑ぺ る・ 室氣壓櫨の揚合相當期間使用後 ゴムパ
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(原報)蕗II1発 Voi.XIX
彈性な罷 のltNi)・極端な船 は βの如 く左..り脚 を止φ嬉 になる・c即t等 パ.ッキ ン
グを撒 い孅 断 した屑で,.嫌 徑犀 鮪 するA,..暁豼 するため示したものであるs{
め揚含ゴムの種類を變へ51tcめ天然.ゴ厶,.人透イあ4製造揚所 を異 にする,試驗成績品の試料の




も曙 ありた解 ある.・雌 眦 較した天然諏 瞭 年保{陞るも呪 あ.るから・その鮒久




ゴ勣 ・パ牲 ングξしで韻 に肋 らhるE.きは撒 唾 獸 め形の試齢 陰彈性秩 ひ.原轆 保攤 く泌 の鯵 る力堤 のパツギシグ碓 蹴 琳 しも騨 を保桝 る腰 繊 い:
めでφる 原型難 め.準吻 宋舉 なρτ硝 己締附けの融 脚 ・に攣咾 肺 雌 蹴
いもめであ.る・.卿砥 の攤 粉末欺でもパツキン殊 鉾 使嗣 励 ζ匙は灘 物質も融
寮保證出來ればパツ.キツグ.とし℃差崗な"と云ふことである.齟.
.加騨 と槻 ダ 特 シ控 し⑫ ずらφ礁 鰹 力桝 財 匙 從づ鰹 縮され鰍 容.
勸 輔 尠 く畝 .単鋤 鞭 腿 雄と脳 ζと`熔易岬 鰍 勅.助 様な糟 で
瞰 質4壗切嚇 残 なつて聯 筈である・.Fig・'2DD.臘磁 町 で打拔煉 た勧 ℃
薄噸 でφる・ ゴ・の曠 戯 利な柳 を廊 τ磯 岬 曝 伽 を栢 ・焔 こと鬮 來
ない・晦 下瑚 啄 栄 幽 版 ゴ壁 例へぽ嚀 で彫 して助 脚 た嘩 働 力詈酔・・
徒っで雁梅率ボ糜あ聿昇とジ～に漸減するととから為壓下のゴムは硬度の高い瓶態にあるとの
想像ほ襖でなや.・
郎 騨 け.瞬砺 式で逃矚 の舳 處畔 ・碑 睡 み・・ツキ・グ厳 瞬 う.・.とはゴ
.醐騨 熔 ぎ謝 厳 鰹 れる恐のな噌 合,使肌 電 髄 いことになつた・ 購 此の
際ゴムの軟,.硬綜漏海に闘.レで簡閤でないこと揮わかる..自昌ρ締附腰忙よつて如何程でも




ないがら極めで便利である.又 ゴムパツキン鞭 鵬 齣 仕上げ程度.も金髄 パツキングと
レて使瑚ずる搗合に比較して精密を要しない..'
侵蝕悶 する澗鶴 麟 す.る鍛 物質力`ゆ キング瞰 收諏 嫌 麟 禰 告隷 ば兎も
角,ゴタが腐蝕簷れてパシキング封入簡處から沸れ懲な嫉れぽ瓦斯漏洩ρ黜は差周ない・ 耐
熱の問瞳に關レでは.ゴムが變化を愛けて柔 くなちことよ窮 熱的爨∫匕.を攣サて固化(炭化 に
.至ら歩とも)す.ること..を避 くべきであ.る・即ち,耐腐蝕.及び耐熱に關してはゴムの使用は制限
・裸 け.る. 眇齦 膿 驗勤 に・も勧 て脚 晦 るもφで変化・煉 等の鸛 燗 嫉 腱
し
けねばならぬ..又沮度め蝶では1009φを超す揚合は永績的の{鯛 に堪 畑 ユ・從つて材質を變
へねばならぬことになる..




























∵.の結 果 ゴ…1.・<y#:ングの{tり=1馨蝕 の悪れ のない金屬の
..使用を試みた」.Fig.3.㈹は その例で あつて錫,L銅等 を
パッキング使用φ衆め邁加された もので多る:.砌剛 調 する漏洩はゴム.と異な り.問題になる・
その際D,el)・哩 して獅 ヒ啝 脚 漏1卑轡.畔.麟 停れ躙 題でj3v・・




示す・.Exp・;.1耳加壓 と伺 時に漏洩 し・1670》ごm号に至つて漏洩が停jl:Eれた;吏 に此れ以
使 用 した もの で.Fig・.1の左側 のパ ツキシ グの束 はそれ
であ る.・ ・'
ノ ロ
幽 遡 φ前報習!.Fig・1.の鞭 機(oの5の耐壓蓋.
の審栓を加工.した麺 型のものに金羅のパツキングを使
.用.した ・・ ...'
晦 β{i}.は改遒醜の ゴムパシ.キング喪噸 に働 ゆ
もめ略A・C偉 鑼で.Bはゴ4又 は鉛・ぐツ.キッt「である・
㈹ はBが 鍬.錦 等φ～妙 キングであつて・鋼環は.q・C
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,此め壓 を超えると全 く泡の發生やみ.5,000kg!㎝・に至るも全.ぐ漏w曳は見 られなか
つ差..蹼闇放銭試瞼を繰返 した處初朔 より漏洩を拌は歩完全なごと.が確められた・
錦・銅は鉛よij硬Ptため.Fig」3..め㈹ .の形を用Ulr)による和摩に對する締附け及びn弓
騨 けを轍 な らしめる・lii}は{i)の場鉦 勦Aの 頸細 ・R.螂 叙 よりと.らなかつた・
鍋の掲合め實驗結果を要約すれば次め如 くであ.る.1●
Exp.1Exp,2 .Exp.3.
満}卵 、評}← 一 話評}㈲,'
ロ
鋼に就」亡は鍬 錫 よ ウ仕上げを完全 にして行はねばな らぬ吃 結果ほ全 ぐ同様にして所期め
ヒ





:緲畷 み御髄 を緲 たる堀撒 擬1・鯔 の龍 表キ.・'研究聲
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ULTRAPRESSURE
IV.Packing,
13YRYOKIYADSA.、
(Abstract)'
PackingfortheopticalwindowandelectrodehasliendiscussedirrReportslandll.
'
.曁pip・.・… 蜘 ・.・1・・i・。fho1岬piston.・lckingmustbelie「ed甑lt"i山・
SealingセperIbm1edvytbe'mei山odofautomaticcompressionbypressuregreaterthan
山einnerpre田uTe.Them缸erialsusede}rpackingdec…de山esizeandtyp6.o「 山eIrocking,
Thean'thorexaminedrubber,harcllead,tinandcopper,andobtainedsatisfactoryresultsby
merelychangingthedimemionsofthosematerials.
Incasethecompressedgasroapdissolve-oretchthepacl-ing,asuitablematerialfor
packingshouldheadopted.
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